
【 平成３１年度 多職種連携研修計画 】

規模（会場） 形　態 対象者 レベル

（１）相互理解の促進 ① 医療関係者向け研修 中規模 座学講義 医療関係者 初級～中級 １００名程度

『介護サービスの概要と役割（医療との連携）』 ５月

　講師：医療法人社団函館脳神経外科指定居宅介護支援事業所 ８月

　　　　管理者・主任介護支援専門員　宮城 智美 様 ２月

② 介護関係者向け研修 中規模 座学講義 介護関係者 初級～中級 １００名程度

『正しい病院のかかり方（医療介護連携編）』 （テレシアター） ５月

　講師：社会福祉法人函館厚生院 函館五稜郭病院 ８月

　　　　法人内・法人外連携推進担当課長　船山 俊介 様 ２月

③ オープンカンファレンス 中規模 対話体験（事例報告） 医療・介護関係者 初級～上級 １００名程度 随時

　『多職種による症例の振り返りと共有』

④ 意見交換会 未定 未定 未定 未定 未定 未定

 　※各団体への調査実施

（２）連携強化 ⑤ 看取り

１）大規模研修会 大規模 対話体験（シンポジウム・ＧＷ） 混合 中級～上級 ３００名以上 11月30日

『それぞれの場所での多職種による看取りの実際』 （国際ホテル）

２）施設看取りへの支援 中規模 座学講義 介護関係者 中級～上級 １００名程度 ９月

『施設等での看取りケアの好取組事例報告』 （テレシアター）

⑥ 入退院支援 小規模 対話体験（事例検討・ＧＷ） 実務者 中級～上級 ３０名程度 未定

　「はこだて入退院支援連携ガイド」活用促進

　「はこだて医療・介護連携サマリー」活用促進

 　※各団体・各機関との共催

 　※退院支援分科会・情報共有ツール作業部会との協働

⑦ 急変時対応 中規模 対話体験（シンポジウム） 医療・介護関係者 中級～上級 １００名程度 ３月予定

『高齢者の急変から病院受診（救急搬送）の事例報告』

⑧函館市における多職種連携への理解の促進 小規模 座学講義 医療・介護関係者 初級～中級 ３０名程度 随時

 　※各団体・各機関との共催 講師：センター職員

 　※出張講座メニュー（別紙）

（４）人材育成 ⑨センター主催研修会への見学参加 随時 見学・座学講義 医療・介護学生 未経験者 数名 随時

 　※各医療・介護系の学校への案内 （教員）

目的（テーマ） 内　容 定　員 時　期
形　式

（３）多職種連携の
　　　専門性の向上
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